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平成１８年８月２２日
土 木 部 都 市 計 画 課

（ ）主幹 川西 内線 4311

第９回 京奈和自動車道（大和北道路）
環境影響評価検討専門部会〔議事要旨〕

１．開催日時
平成１８年 ８月２２日（火） １０：００～１２：００

２．開催場所
奈良県経済倶楽部 ５階大会議室

３．出席者
池田有光、小船武司、○斎藤峻彦、瀬林伝、高田研一、西田正憲

＜敬称略、五十音順、○印は部会長＞

４．議事
本日の専門部会では、環境影響評価準備書（案）について審議頂いた。
委員からの主な発言は以下のとおり （欠席委員からの意見を含む ）。 。

○ 環境影響評価の前提や設定条件 「事業実施段階」の内容、検討の流れをわか、
りやすく記載すること。

○ 換気塔の換気方式について内容をわかりやすく記載すること。

○ 大気質の予測結果の平面分布図に地名や高さをわかりやすく記載すること。

○ 大気質と騒音等の工事中の予測評価について、使用する機械等の予測条件につ
いて、わかりやすく記載すること。

○ 回避低減のために実施する除じん装置等の環境保全措置の考え方についてわか
りやすく記載すること。

○ 騒音についても事後調査を行うことを検討すること。

○ 低地耕作地の生態系の予測結果の記載内容を正確に記載すること。

○ 換気塔の高さを周辺の高さを踏まえて設定していることは妥当であり、事業実
施段階でのデザイン、色彩等の慎重な検討を求めることが必要である。

○ 地下水については、工事中・完成後においても、地下水位の観測を継続して行
い、地下水位の変動について監視を行う必要がある。

○ 早急に発掘調査に関する関係機関との調整を行うことが望まれる。

今後、各委員からの意見を踏まえ、準備書を作成し、公告・縦覧の手続を行うこと
を確認した。

５．その他
○当面のスケジュール

（ ）Ｈ 年 月下旬 環境影響評価準備書及び都市計画案の公告・縦覧 １ヶ月間18 9
意見書の受理（１ヶ月＋２週間）


